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学 会 記 事

第 4 回新潟ゲノ ム 医学研究会

日 時 平成 1 6 年 6 月 2 6 日 (土)

午後 1 時 30 分 -

会 場 新潟大学統合脳機能研究 セ ン タ ー

6 階

Ⅰ.

一

般 演 題

1　半月体形成性腎炎モデルに対するvi r a l  IL--

- 14 / I L - 1 0 遺 伝 子 治 療
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.

-

山本 格* *

独立行政法人国立病院機構新潟病院

小児科
*

新潟大学医学部腎研究施設構造病理

学分野
* *

【目的】 腎不全 が急速に進行する ラ ッ ト腎炎モ

デル に, ア デ ノ ウイ ル ス ベ ク タ ー を用 い た IL
-

4

および I L
-

1 0 の 遺伝子導入を行な い
, その 治療

効果を検討 した .

【方法】IL - 4 また は IL
-

1 0 c D N A を組み 込ん

だア デノ ウイ ル ス ベ ク タ ー (A d d 13 2 4) を, 腎炎

惹起 と同時に ラ ッ トに静注 ( 治療群) し
, 非治療

群と比較 した
.

【成績】 肝臓にお い て
, vi r al I L - 4

,
vi r al IL - 1 0

の m R N A 発現が ウイ ル ス ベ ク タ ー の 投与量 に依

存 し て増加する こ と
,

また経時的には投与後 7 日

に ピ ー ク に な る こ と が確認 さ れた . 血清 I L
-

4
,

IL
-

1 0 は E LIS A 法で , 各々治療群におい て高レ

ベ ル に検出された . 治療群 で は タ ン パ ク 尿および

半月体形成率が有意に抑制された. また vi r al IL
-

4
,

vi r al I L - 1 0 同時投与 で は治療に相乗効果が見

られた
.

【結 論】 T h 2 型 抗炎症性サ イ ト カイ ン で あ る

I L - 4 およびI L - 1 0 の 遺伝子導入 は
, 半月体形成

性腎炎モ デル の治療に有効と考 えられた.

2 　 日 本 人 家 系 に お け る 唇 裂 ・ 唇 顎 口 蓋 裂 発 症 に

関する候補遺伝子(F13Al, D16S539, BCL3)

の解析

大 久 保 博 基 ・ 藤 田 一 ・ 永 田 昌 毅
･

･小 野 和 宏 ・ 高 木 律 男

新潟大学大学院医歯学総合研究科

顎顔面口 腔外科学分野

【緒言】 日本人唇裂
･ 唇顎 口 蓋裂 ( C L/ P) 発症

と F 1 3 A l ( 6 p 2 5 .3
-

p 2 4 .3) , B C L 3 ( 1 9 q 1 3 . 2) ,

D 1 6S 53 9 (1 6 q 2 4) の 関連に つ い て伝達不平衡解

析 (T D T) と相関分析 に よる検討を行 っ た .

【対象および方法】 家系内に 同種疾患を認め な

い C L/ P 孤発例 6 0 家系と し, 合併奇形を有する

症例 は除外 した
. 末梢血か ら ゲノ ム D N A を抽 出

後,
マ イ ク ロ サ テ ラ イ ト マ

ー

カ
ー

による P C R 増

幅, 8 % P A G E 電気泳動にて ア リ ルを検出, 遺伝

子型を判定 した . なお, 日本人健常者に おける こ

れら の マ
ー

カ ー の ア リ ル顔度は既報告 の もの を用

い た .

【結果な らびに考察】 T D T で は F 13 A l , B C L3 ,

D 1 6 S 5 3 9 に お い て そ れぞれ p
- 0 ･ 9 9 5 ( x 2 -

0 ･067) , p
- 0 ･6 79 ( x 2 - 1 ･ 1 5 2) , p

- 0 .1 4 8 ( x

2 - 9 . 4 9 5) であり, 達者不平衡は認められなか っ

た .

一

方 , 相 関分析 で は それ ぞれ p
- 0 . 0 6 2

,

0 .06 1
,
0 .0 8 9 で あり, 統計学的有意差 には至らな か

っ たが
, 有意確率に近い値を示 した こ と か ら, 今

後家系数を増やすとともに裂型別 に詳細 な分析を

すすめる予定である .


